
子ども家庭支援センター子ども家庭支援センター

640-1121640-1121
和歌山県海草郡紀美野町下佐々和歌山県海草郡紀美野町下佐々
1408-41408-4

紀美野町総合福祉センター紀美野町総合福祉センター
（保健福祉課）内（保健福祉課）内

専用電話 080-8900-5910専用電話 080-8900-5910
保健福祉課 073-489-9960保健福祉課 073-489-9960
時間 ８:３0～17:１５（月～金）時間 ８:３0～17:１５（月～金）
子ども家庭支援員まで子ども家庭支援員まで

（個人情報等プライバシーは守ります）（個人情報等プライバシーは守ります）

（（紀美野町総合福祉センター紀美野町総合福祉センター）） 保 健 福 祉 課保 健 福 祉 課

（他にも）（他にも）
・教育委員会や医療機関と連携した「保護者・教育委員会や医療機関と連携した「保護者
のための学習会」を開催しています。のための学習会」を開催しています。

・教育委員会や相談支援機関と連携した不登・教育委員会や相談支援機関と連携した不登
校支援を行っています。校支援を行っています。

・放課後等デイサービス利用についての相・放課後等デイサービス利用についての相
談、見学を必要に応じて実施しています。談、見学を必要に応じて実施しています。

地域全体で子育てを支えることで地域全体で子育てを支えることで

「 安心 して子どもを生み育てられ「安心 して子どもを生み育てられ

る環境づくり」をめざします。る環境づくり」をめざします。

まずは、相談してみてください。まずは、相談してみてください。

相談することが、支援の入口です。相談することが、支援の入口です。



子ども家庭支援センターでは、地子ども家庭支援センターでは、地

域の１８才までのすべての子どもとそ域の１８才までのすべての子どもとそ

の家庭、妊産婦からの相談に応じ専の家庭、妊産婦からの相談に応じ専

門的な相談対応や訪問支援を実施し門的な相談対応や訪問支援を実施し

ます。ます。

育児や子育て相談のほか、家庭内育児や子育て相談のほか、家庭内

の様々な相談に応じ、関係機関（こどの様々な相談に応じ、関係機関（こど

も園 、学校 、教育委員会 、医療機関も園 、学校 、教育委員会 、医療機関

等）と連携を図りながら実情に応じた等）と連携を図りながら実情に応じた

適切な支援につなげていきます。適切な支援につなげていきます。

子子 どもども 家庭支援家庭支援 センタセンタ ーー ではでは 、、

保健師、社会福祉士、栄養士、元保健師、社会福祉士、栄養士、元

保育士、元教員保育士、元教員 がが 、必要、必要 にに 応応 じてじて

専用電話、庁舎専用電話、庁舎 でのでの 面談、家庭訪面談、家庭訪

問等問等 でで 相談相談 にに 応応 じますじます 。。

○子どもの成長や発達が気になる。○子どもの成長や発達が気になる。

○子どもの生活習慣が気になる。○子どもの生活習慣が気になる。

○子どもが、園や学校に行き渋る。○子どもが、園や学校に行き渋る。

○子どもが、反抗的で気になる。○子どもが、反抗的で気になる。

○子どもの言葉遣いが、乱暴になってきた。○子どもの言葉遣いが、乱暴になってきた。

○宿題をやらない。○宿題をやらない。

○忘れ物が多い。○忘れ物が多い。

○友達関係がうまくいかない。○友達関係がうまくいかない。

○自分のことを話そうとしない。○自分のことを話そうとしない。

○いらいらして子どもに当たってしまう。○いらいらして子どもに当たってしまう。

○家族の関係が悪い。○家族の関係が悪い。

○子育てが辛い。○子育てが辛い。

○生活が苦しい。○生活が苦しい。

○妊娠、出産に心配がある。○妊娠、出産に心配がある。

（近所のことだが）（近所のことだが）

○怒鳴り声や子どもの泣き声が聞こえる。○怒鳴り声や子どもの泣き声が聞こえる。

○小さい子どもだけで留守番をしているようだ。○小さい子どもだけで留守番をしているようだ。

・・・そんなときは、・・・そんなときは、

ひとりで悩まず、一緒に考えていきましょう。ひとりで悩まず、一緒に考えていきましょう。

子どもの考えを
否定せず耳を傾け
てあげましょう。

子どもは、受容
されていること
がわかると、気持
ちを話せます。

思いを話すことで思いを話すことで

・心が軽くなる。・心が軽くなる。

・気持ちが楽になる。・気持ちが楽になる。

・安心して子育てができる。・安心して子育てができる。


